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基本理念

１．全ての市民のための　― 海のみえる図書館 ―

　　一般・児童開架エリアを海のみえる2 層に 広く開放的に

　　子どもたちのために、子育て世代をはじめ、全てのおとなたちのためにも　

　

２．歴史・風土・文化の記憶を踏まえて

１）内海航路の要港として、陸上交通の結節点としての「公」の役割を踏まえ、

敷地全体を「訪れる市民にとって、わかりやすく、なじみやすい環境」に整えます。

２）地域再生の拠点として、周辺の公共施設や日常生活の場との間に往来が生まれ、

地域全体が活性化するように、街とのつながりを重視します。

３）片上湾や山の連なりになじむ風景をつくります。

４）備前市の歴史・文化を踏まえた建築の表現をめざします。

例えば、「備前焼」の原材料を使用した特注タイルや「耐火煉瓦」の風合いを活かす工法など。　

　

３．静と動の空間が融合し交流する拠点をめざして

１）　全ての世代の市民に愛され、親しまれる図書館

　　市民のニーズに応じて、静かに学ぶ場所を確保しつつ、アクティブに学ぶ場所を緩やかにつなげ、新た

な出会いや、つながり、発見など、知的創造の可能性を広げます。

２）　ひとりで「学びたい」⇔ みんなと「学びあう」、どちらにも適した空間づくり

　　いつでも、誰でも、自由に待たずに、無料で使える（予約不要、ふらっとタイプの）公共建築は、公共

図書館以外にはないといえます。学校、博物館、美術館、公民館、市役所、病院、警察署…どれも重

要な公共建築ですが、先の条件をすべて満足する施設はありません。

　　こうして集まってくる人々は基本的に個人単位で、目的も滞在時の行動もそれぞれ別ですが、本を探して

用が足りたらすぐ帰る、とは限りません。備前市新図書館では、一人ひとりの生涯学習の幅を拡げる、きっ

かけを得られる場として、市の特長である「ものづくり」の意識も最大限発揮できる図書館をめざします。

３）「意図的な学習」に対する「偶発的な学習」―

　　図書館を訪れる時には意識のなかったことを結果的に学び、新しい自分発見に充実感を覚えるようになる。

そうした生涯学習環境として、図書館は進化させやすく、持続力も潜在的に持っています。

　　また、市民同士が支えあい、高めあう情景として、例えば、同じ子育て不安に悩む友人と、お店の情報

やファッション、身の回りの出来事などを語らいストレスを発散する「公園デビュー」ならぬ「図書館デ

ビュー」の若い母親たち、リタイヤした老年男性が同じ興味をもつ友人と図書館で知り合い学びあう姿な

どが増えています。休日に揃って本を楽しむ親子連れも多く、「家族復権」の場と称されることもあります。

そうした訪れることに価値を見い出せる図書館をめざします。

４）図書館サービス（ソフト）を支える視点でつくる、建築・インテリア（ハード）

　　その時々の目的や状況により「学ぶ」「学びあう」、あるいは日常生活の一部として図書館が欠かせない存

在になる意味は大きく、一人でも、何人かの時でも自由に過ごせる場の魅力は、図書館としての第一義的

機能が充実していることが、まずは前提となります。よって、図書館サービス（ソフト）を支える視点で、建

築・インテリア（ハード）のあるべき姿を実現します。その基本性能が発揮されて初めて利用者同士の触発

につながっていきます。そして、今回の備前市新図書館の設計においては、そうした知的交流を巻き起こせ

る潜在力を副次的ではなく、むしろ現代社会に欠かせない本質的機能として捉えます。

４．長く市民に活用される建築が存在する意義

１）代を越えた記憶が重層する、郷土愛につながる場としての図書館

　　祖父母や親と図書館で過ごした記憶を持つ人々が大人になって、今度は自分の子どもや孫を連れて同じ空

間で過ごす‥。そのような代を越えた使われ方は、日常的に誰でも繰り返し利用できる図書館ならではの光

景です。かつて自分がはしゃいで叱られた空間で、同じように子どもが騒いでいる‥、恐らく叱り方も違っ

てくるのではないでしょうか。代を越えた記憶が重層する、それが郷土愛につながっていくと考えます。

２）建築環境に求められる耐久性、ユニバーサルデザインなど

　　そうした定住環境において図書館が担うべき使命に応えるため、耐久性があり、設備等の更新もしやすい

建築をめざします。また、ユニバーサルデザインを徹底し、可能な限り自力で使える環境を実現します。

鳥瞰イメージ
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計画概要
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配置・外構計画
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平面計画
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平面図 1:600

一般・児童開架イメージ

カフェ・まちじゅうどこでも図書館・メーカースペースイメージ

ホワイエ・階段イメージ

1. 海のみえる図書館

　－ 知と文化のターミナル －

　市民のための知と創造、交流を育む図書館

豊かな自然に恵まれ、片上湾、富田松山などの眺望が享受できる環境を活

かすために、建築を敷地南端に計画します。その魅力を最大限引き出すた

めに、3 層のコンパクトな建築構成とします。

図書館機能（一般・児童開架エリア）、地域交流センター機能、観光交流機能、

施設運営機能を３層に渡り配置する際、相互の関係性を重視します。

美しい景観がパノラマのように広がる２・３層に図書館機能を、日常の市

民活動の拠点として賑わいのある１層に地域交流センター機能と観光交流

機能をゾーニングし、静と動の空間の緩やかなつながりをめざします。

2. 断面構成　

①「静と動の空間の緩やかなつながり」

「基本計画」における「アクティブゾーン」と「クワイエット・サイレントゾー

ン」の階を分ける基本方針を尊重しつつ、静と動の空間の緩やかなつなが

りをめざします。

➁「高潮や津波」などに対する配慮

図書館機能（開架エリア・

閉架書庫）、事務室、主要

設備機器は、安全な 2 層

以上に配置し、災害時の

早期復旧を可能にします。

3.＜クワイエット・サイレントゾーン＞
多世代に配慮した、２・３層 / 図書館機能

えほん、ものがたり、ちしき、青少年、一般へと徐々に静けさを求める利

用者の多いコーナーとなる書架配置。知の全体像を把握しやすく、利用特

性を踏まえたゾーニングにより、多世代が共存しやすい環境をつくります。

4.＜アクティブゾーン＞

市民がつながる、１ 層 / 地域交流ｾﾝﾀ ・ー観光交流機能

市民の動的な知的活動を支える１層 には、ホール諸室、メーカースペー

ス、カフェ、まちじゅうどこでも図書館、サイクリングターミナルなどを

配置。活動がみえるだけでなく、活動の成果を発表する掲示板や展示・書

架棚を設置します。

ホールは、約300席のホール利用以外に、2室に分割した小ホール＋平土間

利用など、市民の様々な活動に対応できるよう可変性を持たせます。

動

やや動 静

静

本（津波・

　　高潮対策）

本（動かせる本）

サイレント
ゾーン

図書館機能

地域交流センター
観光交流機能

クワイエット
ゾーン

アクティブ
ゾーン

3層
▼

2層
▼

1層
▼

断面計画

1 層〈アクティブゾーン〉

2 層〈クワイエットゾーン〉

3 層〈サイレントゾーン〉
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